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(百万円未満四捨五入)

１．2021年３月期第３四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年12月31日） 

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年３月期第３四半期 599,871 △4.1 36,341 △3.9 33,561 △5.9 20,635 △9.8 

2020年３月期第３四半期 625,682 △3.2 37,834 △27.8 35,669 △29.0 22,867 △26.3 
 
(注) 包括利益 2021年３月期第３四半期 19,165百万円( 36.2％)  2020年３月期第３四半期 14,072百万円( △50.6％) 
  

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

2021年３月期第３四半期 168.43 ― 

2020年３月期第３四半期 186.64 ― 
  

  
 

（２）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2021年３月期第３四半期 1,002,325 491,936 47.7 

2020年３月期 996,111 477,648 46.6 
 
(参考) 自己資本 2021年３月期第３四半期 478,518百万円  2020年３月期 464,457百万円 
 
(注)  当第３四半期連結累計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前連結会計年度 
       の連結財務諸表については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。  
  

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2020年３月期 ― 56.00 ― 35.00 91.00 

2021年３月期 ― 9.00 ―   

2021年３月期(予想)    45.00 54.00 
 
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 
 

  

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 
 

 
(％表示は、対前期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 850,000 △1.7 46,000 △19.0 41,500 △21.2 22,000 △32.9 179.00 
 
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
 



 

 

 
※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 
 
  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

 
新規 ―社 、 除外 ―社 

  

 
  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
  

 
  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
  

 
  

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期３Ｑ 122,905,481株 2020年３月期 122,905,481株 

② 期末自己株式数 2021年３月期３Ｑ 395,859株 2020年３月期 389,392株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期３Ｑ 122,512,730株 2020年３月期３Ｑ 122,520,706株 
  

 
 
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料３ページ「連結業績予想
などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期における当社グループを取り巻く経営環境は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、国内にお

いては、緊急事態宣言の発出やその後の経済活動の停滞が見られ、海外においては、パンデミックによるロックダウ

ンやそれに伴う経済状況の低落が見られるなど、機械需要は全世界的に下降局面を迎えることとなりました。また、

これに加え、米中貿易摩擦の深刻化、地政学上のリスクの継続及び原油価格の変動と低迷など、不透明感も増すこと

になりました。 

このような経営環境のもと、当社グループは、従業員の安全確保や社会的要請への 大限の協力など新型コロナウ

イルス感染に対する対処を進め、罹患者発生時における生産維持などの短期的なBCP(事業継続計画)の実現や受注減

少局面での事業維持、工場操業の確保などに取り組んでまいりました。 

この結果、受注高につきましては、船舶及び環境・プラントの部門を除く全ての部門で減少し、前年同期比７％減

の5,618億円となりました。また、売上高につきましては、機械コンポーネント、精密機械及び建設機械の部門で減

少し、前年同期比４％減の5,999億円となりました。 

損益面では、機械コンポーネント、建設機械及び船舶の部門で減少し、営業利益は前年同期比４％減の363億円、

経常利益は前年同期比６％減の336億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比10％減の206億円となりま

した。 

 

各部門別の状況は、以下のとおりであります。 

① 機械コンポーネント部門 

全世界的に新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、受注、売上、営業利益ともに減少しました。この結果、

受注高は916億円(前年同期比４％減)、売上高は893億円(前年同期比８％減)、営業利益は15億円(前年同期比71％

減)となりました。 

 

② 精密機械部門 

プラスチック加工機械事業は、中国の電気電子関連の需要の回復や欧米での需要の増加により受注は増加しまし

た。一方、受注から売上までリードタイムがあることから売上、営業利益ともに減少しました。その他精密機械事

業は、半導体関連の需要が調整局面で受注は減少したものの、受注残があったことから売上、営業利益ともに増加

しました。この結果、受注高は1,134億円(前年同期比19％減)、売上高は1,286億円(前年同期比５％減)、営業利益

は143億円(前年同期比31％増)となりました。 

 

③ 建設機械部門 

油圧ショベル事業は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け主に海外の需要が減少したことから、受注、売

上、営業利益ともに減少しました。建設用クレーン事業も、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け需要が減少

したことや、原油価格低迷により北米地区の需要が減少したことにより、受注、売上、営業利益ともに減少しまし

た。この結果、受注高は1,645億円(前年同期比14％減)、売上高は1,723億円(前年同期比14％減)、営業利益は60億

円(前年同期比52％減)となりました。  

 

④ 産業機械部門 

運搬機械事業は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け発注先送りの傾向が見られたことから受注は減少し

ましたが、受注残があったことから売上、営業利益ともに増加しました。その他産業機械事業は、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響を受け受注、売上、営業利益ともに減少しました。この結果、受注高は541億円(前年同期比

16％減)、売上高は683億円(前年同期比10％増)、営業利益は64億円(前年同期比68％増)となりました。 

 

⑤ 船舶部門 

船舶市況は引き続き低迷しておりますが、当第３四半期は前年同期比１隻増の３隻の新造船を受注しました。引

渡しは前年同期比１隻増の２隻で売上は増加しましたが、前年同期に引き続き営業損失となりました。この結果、

受注高は261億円(前年同期比15％増)、売上高は231億円(前年同期比８％増)、営業損失は31億円となりました。 
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⑥ 環境・プラント部門 

エネルギープラント事業は、国内や欧州でバイオマス発電設備の大型案件を受注したことなどから受注は増加し、

主に国内で受注残があったことから売上、営業利益ともに増加しました。水処理プラント事業は、排水処理装置の

案件が前年同期に比べ減少したことなどから受注は減少しましたが、受注残があったことから売上、営業利益は増

加しました。この結果、受注高は1,077億円(前年同期比27％増)、売上高は1,138億円(前年同期比10％増)、営業利

益は100億円(前年同期比59％増)となりました。 

 

⑦ その他部門 

受注高は43億円(前年同期比22％減)、売上高は45億円(前年同期比16％減)、営業利益は13億円(前年同期比22％

減)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末(2020年12月31日)における総資産は、前連結会計年度末と比べて現金及び預金が

162億円減少しましたが、たな卸資産が139億円、有形固定資産が99億円増加したことなどにより、前連結会計年度

末比62億円増の１兆23億円となりました。 

負債合計は、有利子負債が122億円増加しましたが、支払手形及び買掛金が131億円、前受金が30億円減少したた

め前連結会計年度末比81億円減の5,104億円となりました。 

純資産は、為替換算調整勘定が53億円減少しましたが、利益剰余金が167億円増加したため前連結会計年度末比

143億円増の4,919億円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末比1.1ポイント増の47.7％となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ153億円減少し、683億円

となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、160億円の資金の増加となり、前年

同期に比べ49億円の増加となりました。これは、たな卸資産の増加幅の縮小及び仕入債務の減少幅が縮小したこと

によるものであります。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、349億円の資金の減少となり、前年

同期に比べ56億円支出が減少しました。これは、連結の範囲の変更を伴う子会社株式及び出資金の取得による支出

が減少したことなどによるものであります。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、40億円の資金の増加となり、前年同

期に比べ325億円収入が減少しました。これは、有利子負債の増加幅が縮小したことなどによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、2020年10月30日に公表した2021年３月期の連結業績予想から修正しております。詳

細につきましては、本日（2021年１月29日）公表の「業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧

ください。 

なお、業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 
           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(2020年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2020年12月31日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 87,067 70,845 

  受取手形及び売掛金 271,406 266,597 

  たな卸資産 200,978 214,889 

  その他 36,673 37,599 

  貸倒引当金 △3,341 △3,345 

  流動資産合計 592,784 586,584 

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 107,535 108,092 

   その他（純額） 160,530 169,912 

   有形固定資産合計 268,066 278,004 

  無形固定資産   

   のれん 28,831 30,584 

   その他 45,280 45,461 

   無形固定資産合計 74,111 76,044 

  投資その他の資産   

   その他 65,448 65,914 

   貸倒引当金 △4,297 △4,222 

   投資その他の資産合計 61,151 61,692 

  固定資産合計 403,327 415,740 

 資産合計 996,111 1,002,325 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 158,489 145,400 

  短期借入金 28,139 33,616 

  1年内返済予定の長期借入金 4,499 3,276 

  コマーシャル・ペーパー 35,000 15,000 

  保証工事引当金 13,742 13,222 

  その他の引当金 4,233 3,733 

  その他 121,554 113,802 

  流動負債合計 365,657 328,048 

 固定負債   

  社債 30,000 50,000 

  長期借入金 27,032 34,927 

  引当金 154 152 

  退職給付に係る負債 53,628 54,950 

  再評価に係る繰延税金負債 20,628 20,628 

  その他 21,365 21,682 

  固定負債合計 152,806 182,340 

 負債合計 518,463 510,388 
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           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(2020年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2020年12月31日) 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 30,872 30,872 

  資本剰余金 26,070 26,071 

  利益剰余金 367,229 383,923 

  自己株式 △1,080 △1,095 

  株主資本合計 423,091 439,770 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,410 4,132 

  繰延ヘッジ損益 △532 90 

  土地再評価差額金 40,626 40,626 

  為替換算調整勘定 4,911 △425 

  退職給付に係る調整累計額 △6,049 △5,676 

  その他の包括利益累計額合計 41,366 38,749 

 非支配株主持分 13,191 13,418 

 純資産合計 477,648 491,936 

負債純資産合計 996,111 1,002,325 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 
 至 2020年12月31日) 

売上高 625,682 599,871 

売上原価 486,070 465,380 

売上総利益 139,613 134,492 

販売費及び一般管理費 101,779 98,151 

営業利益 37,834 36,341 

営業外収益   

 受取利息 729 652 

 受取配当金 573 284 

 その他 1,725 1,451 

 営業外収益合計 3,028 2,386 

営業外費用   

 支払利息 886 732 

 為替差損 1,347 1,331 

 その他 2,959 3,103 

 営業外費用合計 5,192 5,166 

経常利益 35,669 33,561 

税金等調整前四半期純利益 35,669 33,561 

法人税等 11,277 11,714 

四半期純利益 24,392 21,847 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,525 1,213 

親会社株主に帰属する四半期純利益 22,867 20,635 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 
 至 2020年12月31日) 

四半期純利益 24,392 21,847 

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 209 1,722 

 繰延ヘッジ損益 △479 621 

 為替換算調整勘定 △12,061 △5,396 

 退職給付に係る調整額 2,005 364 

 持分法適用会社に対する持分相当額 6 7 

 その他の包括利益合計 △10,320 △2,682 

四半期包括利益 14,072 19,165 

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 13,001 18,017 

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,071 1,148 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

(税金費用の計算) 

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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３．補足情報 

（１）セグメント別受注高・売上高及び営業損益・受注残高 

① 受注高 

   (単位：百万円)
 

セグメント 

前年同四半期 
(2019/４～2019/12) 

当第３四半期 
(2020/４～2020/12) 

増 減 

金 額 金 額 金 額 比(％) 

機械コンポーネント 95,303 91,607 △ 3,696 △ 3.9 

精密機械 140,816 113,369 △ 27,447 △ 19.5 

建設機械 191,839 164,540 △ 27,299 △ 14.2 

産業機械 64,371 54,124 △ 10,247 △ 15.9 

船舶 22,657 26,080 3,423 15.1 

環境・プラント 84,649 107,736 23,087 27.3 

その他 5,523 4,324 △ 1,199 △ 21.7 

合 計 605,158 561,780 △ 43,378 △ 7.2 

 

② 売上高及び営業損益 

   (単位：百万円)
 

セグメント 

前年同四半期 
(2019/４～2019/12) 

当第３四半期 
(2020/４～2020/12) 

増 減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

機械コンポーネント 96,723 5,116 89,253 1,470 △ 7,470 △ 3,647 

精密機械 135,160 10,903 128,627 14,281 △ 6,533 3,379 

建設機械 201,364 12,385 172,334 5,977 △ 29,030 △ 6,408 

産業機械 62,154 3,826 68,275 6,412 6,121 2,586 

船舶 21,391 △2,367 23,106 △ 3,094 1,715 △ 727 

環境・プラント 103,543 6,267 113,809 9,961 10,266 3,694 

その他 5,347 1,730 4,467 1,412 △ 879 △ 318 

調整額 ― △26 ― △ 78 ― △ 52 

合 計 625,682 37,834 599,871 36,341 △ 25,811 △ 1,492 

 

③ 受注残高 

   (単位：百万円)
 

セグメント 

前期末 
(2020.３.31) 

当第３四半期末 
(2020.12.31) 

増 減 

金 額 金 額 金 額 比(％) 

機械コンポーネント 33,511 35,865 2,354 7.0 

精密機械 87,505 72,246 △ 15,259 △ 17.4 

建設機械 58,803 51,010 △ 7,794 △ 13.3 

産業機械 97,275 83,124 △ 14,151 △ 14.5 

船舶 36,917 39,891 2,974 8.1 

環境・プラント 248,958 242,885 △ 6,073 △ 2.4 

その他 1,298 1,155 △ 143 △ 11.0 

合 計 564,268 526,176 △ 38,091 △ 6.8 



 

―10― 

 
 

当社のセグメント区分は、以下のとおりであります。 

事業区分 主要製品 

機械コンポーネント 減・変速機、モータ、インバータ 

精密機械 
プラスチック加工機械、フィルム加工機械、半導体製造装置、レーザ加工システム、 
極低温冷凍機、精密位置決め装置、精密鍛造品、制御システム装置、防衛装備品、 
工作機械 

建設機械 油圧ショベル、建設用クレーン、道路機械 

産業機械 
加速器、医療機械器具、鍛造プレス、運搬荷役機械、物流システム、駐車場システム、
タービン、ポンプ 

船舶 船舶 

環境・プラント 
自家発電設備、ボイラ、産業廃棄物処理設備、大気汚染防止装置、水処理装置、 
プロセス装置、反応容器、攪拌槽、空調設備、食品製造機械 

 

 

 

 

 

（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
   (単位：百万円)

 

  
前年同四半期 

(2019/４～2019/12) 
当第３四半期 

(2020/４～2020/12) 
増 減 

 税金等調整前四半期純利益 35,669 33,561 △ 2,108 

 減価償却費 20,718 22,272 1,554 

 売上債権の増減額(△は増加) 29,368 1,049 △ 28,319 

 たな卸資産の増減額(△は増加) △ 29,831 △ 16,869 12,962 

 仕入債務の増減額(△は減少) △ 20,194 △ 13,231 6,964 

 法人税等の支払額 △ 20,494 △ 12,375 8,119 

 その他 △ 4,162 1,567 5,729 

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,074 15,974 4,900 

 固定資産の取得による支出 △ 29,727 △ 30,614 △ 887 

 その他 △ 10,694 △ 4,243 6,451 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 40,421 △ 34,857 5,564 

 借入金等の増減額(△は減少) 52,463 11,523 △ 40,940 

 配当金の支払額 △ 14,430 △ 5,394 9,036 

 その他 △ 1,489 △ 2,110 △ 621 

財務活動によるキャッシュ・フロー 36,544 4,019 △ 32,525 

その他 △ 3,054 △ 476 2,578 

現金及び現金同等物の期首残高 69,776 83,630 13,854 

現金及び現金同等物の四半期末残高 73,919 68,290 △ 5,629 
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